
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

仙北市女性の活躍推進事業 【秋田県仙北市】

○ 仙北市地域の女性活躍推進協議会
仙北市商工会、仙北市企業等連絡協議会、一般社団法人田沢湖・角館
観光連盟、仙北市建設業協会連合会、秋田県中小企業家同友会仙北地
区会、大曲公共職業安定所角館出張所、全日本自治団体労働組合秋田
県本部

○事業を通じた協力団体等
仙北市男女共同参画推進委員会、あきたF・F推進員、市内スーパー、コン
ビニ等事業所等、秋田県、近隣市町等

○ 庁内連携 ・・・ 観光商工部、市民福祉部、農林部、総務部 等

（１）仙北市女性の活躍推進事業協議会の設置と開催（３回開催）
・ 「仙北市内事業所がめざす指標」を検討⇒仙北市第３次男女共同参画

計画に登載。（２８年度末秋田県男女イキイキ職場宣言事業所１１件）
（２）市民アンケート、事業者アンケートの実施

ア 市民アンケート １，６００件のうち、６２９件を回収（回収率３９．３％）
イ 事業所アンケート ４８６件のうち、１９３件を回収（回収率３９．７％）

・ 「仙北市女性の活躍推進交流会」等で調査報告書を公表し、女性活躍
推進のための目標設定のための資料としました。

（３）仙北市女性の活躍推進交流会の開催・・１４３人（男４５人、女９８人）参加
・ 参加者アンケート結果：パネルディスカッションについて：参考になった

７５．３％ 普通２０．２％ あまり参考にならなかった０％

目的・目標

【目的】 仙北市には、自らの意志によって職業生活を営み、または営もうとす
る女性たちがいます。その個性と能力を十分に発揮することができるように、
一般市民と市内事業所の実態把握を行います。女性の経済活動における有
効性についてそれぞれの気づきを促し、併せて女性活躍推進に関する目標
設定により、女性活躍推進の機運を高め、地域経済の活性化を目指します。
【目標】・ アンケート回収各４００件・交流会参加数１００名（２８年度）・ 秋田県
男女イキイキ職場宣言事業所１０件以上・ 目標を設定する事業所２０％、うち
女性管理職割合設定２０％、男性職員育休取得率設定３０％（計画期間内）

事業の特徴

このまちで暮らしたい。若い人に戻ってほしい。これが多くの声でした。⇒ 
ここで生活する。収入を得る。家事も育児も介護も担う！⇒ それは大変！⇒ 
就労環境について考える意識が大切 ⇒互いに考える、計画する、実行する・・
互いとは私と家族、私と地域、私とあなた、私と事業所、事業者と雇用者・・
○ 男女が共にいきいき暮らせることが大切だから、就業と、家庭の仕事を見

つめなおしていくことが必要・・互いに聴くことから始めてみませんか・・
○ 事業者も生活者。現状を知ることが大切だから、確認と分析、課題の抽出

が必要・・事業所でも 今からできることがないかを探してみませんか・・
○ それぞれ悩みは違うから、同じ悩みを抱える人たちで一緒に考える場が必

要・・事業所の規模が大きくてもそうでなくても、家族内事業所の皆さんも、
今から一緒に始めてみませんか・・

（１）仙北市女性の活躍推進事業協議会の設置と開催
・ 仙北市経済団体等から推薦された９名に委嘱。他に仙北市男女共同

参画推進委員会会長と仙北市商工課の参加により開催しました。
（２）市民アンケート、事業者アンケートの実施

・ 市民、市内事業者に対して、女性活躍推進に関する現状や障壁、希
望、方針等を伺って、実態を明らかにし、結果を公表しました。

（３）仙北市女性の活躍推進交流会の開催
・ 仙北市での働き方を自らの問題と捉え、男女共に活躍できる社会の実
現と地域経済の活性化を促すことを目的として開催しました。

人口減少による地域の弱体化は、本市でも強く懸念され、次世代のためにも
地域の活力を取り戻す仕組みづくりが急務となっています。仙北市で生まれ育
った若者、特に女性が、学業修了後、或いは帰省した後、志望する職種に就
き、働き方が選択でき、希望する生活を営めるようになることが必要です。

幸い仙北市には男女ともイキイキと働くことができる職場づくりを進める事業
所が存在しています。先進事業所については、市民の皆さんからのエールとと
もに「何も知らなかった」とのご指摘も多く頂きました。先ずは、皆さんに女性の
働き方と活躍について興味を持って、且つ知って頂くことの方策が必要です。



仙北市には、女性も男性もイキイキと働くことがで
きる職場づくりを進める事業所が存在している。
（秋田県イキイキ職場宣言事業所：７事業所）
まちの方々からは「応援します！」との声を頂いた
・・ でも 「知らなかった」との指摘も多かった ・・

事業の概要

女性が働きやすい職場は、
男性も働きやすい職場って
いえないのかな？ ⇒
みんなが自分の問題として考
えるといいよね。
先に「知る」ことからだね。

老若男女、沢山の人に関わって頂こう。市内経済団
体、労働組合、ハローワーク角館、仙北市男女共同
参画推進委員会、あきたF・F推進員、起業したいと
考えている皆さん、市民の皆さん、仙北市観光商工
部、市民福祉部、農林部、総務部 ・・

※ 秋田県イキイキ職場宣言事業所： 秋田県と事業所は、協定
を結ぶ事業を行っています。

※ あきたF・F推進員： 地域における男女共同参画社会づくり
の推進的役割を担う人材(秋田県事業)

「仙北市内事業所がめざす
指標」を検討し、平成２９年４
月からの仙北市第３次男女
共同参画計画」に登載

（１）仙北市女性の活躍推進事業協議会の設置と開催
（３回開催）

（２）市民アンケート、事業者アンケートの実施

ア 市民アンケート
調査対象：１８歳以上７５歳未満の男女
１，６００人（無作為抽出による）（回収
率３９．３％）

イ 事業所アンケート
調査対象：仙北市内に事業所を有する
雇用保険を完備している事業者４８６事
業者（回収率３９．７％）

（３）仙北市女性の活躍推進交流会の開催

仙北市女性の活躍推進交流会実行
委員会の開催（２回開催）

・ 交流会参加者：１４３人
（男４５人、女９８人）

・ パネル参加：２０団体

・市民、市内事業者に対して、女性活躍推進
に関する現状や障壁、希望、方針等を伺って、
実態を明らかにし、交流会で結果を公表

「仙北市女性の活躍推進事業」のきっかけは ・・


